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サービスイノベーションの新分野  

インフラとサービスの 合 

 

 
  （ 大学） 

 

 

 
要 著者の提 した（ 2012）ビジ ス定 の OI Ob ect, Infrastructure and ction  フ

レーム ークの の は ノとアクションと にインフラを り ていることにある。 こ

で 本 では にインフラに関係する OI フレーム ークの応用 を べる。 れらは 造業の

サービス化の展開 サービス業の 化（サービスイノベーション）の 展 及び 会インフラ

とサービスの 合によるインフラビジ スの革新である。（なお 本 では の に 点を置く） 

 

OI フレーム ークにおけるインフラ 

 

 OI フレーム ークでは ３ の要 すなわ

ノ（Ob ect）インフラ（Infrastructure）

アクション（ ction）でビジ スを定 する。 

 ここで 化して言えば ノは 造業に

アクションはサービス業に対応すると考えられ

るので ノとアクションの を り る

のは しいことではない。事実 くの 論は

この の要 を用いてなされているといって

も過言ではない。しかし OI フレームでは

れらの の要 とは別のカテ ーとしてイ

ンフラを っていることに の がある。 

 ここで インフラとはビジ ス（すなわ

ノ アクションの提 ）を える みとし

て定 する。本 では このインフラに 点を

てて OI フレーム ーク応用の 性を示し

たい。 に の 本 では の３点に して 論していく。 

 
� OI フレーム ークを用いると 「 造業のサービス化」を 果的に することができる 
� OI フレーム ークを用いると 「サービスの 化（ サービスイノベーション）」の新展開を構

できる。 
� OI フレーム ークを用いると 「 会インフラとサービスの 合」によるインフラビジ ス革新の

方向性が られる。 

 

 

OI フレーム ークによる「 造業のサービス化」の展開 

 

 造業のサービス化の め方に関して 的によく言われるのは  

 

（a） ノ（だけ）でなく 情報・ 識（あるいは ンテン ）を提 よ 

（b） ノ 入 の ンテ ンスを行え さらには （ 用）をも行え 

 

であろう。 
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 こでまず OI フレーム ークを用いると （a）（b）に いても 野を くして の展開方

向を見通 る 論を の（a ）（b ）のように行うことができることを に指摘する さらに加

えて （c）のような新たな 点をもった も行うことができるであろう。 

 

（a ）確かに古 的な ノだけでなく ノ（情報・ 識など）を として加えるのは

いだろう。しかし れをもって「サービス化」を行ったと 置 けてはいけない。 の でサービ

ス化というのならば さらに 果的なアクション（ との 用）を提 し れによって

を め で できるビジ スを構 よ。 

（b ） の ノに対する 用 に を向けよ。 ンテ ンス （ 用）を するというこ

とは は の ノを に 費 として っているのではく しろ インフラとして 置 けて

いると えよということを する。 うすると のインフラ 用ノウ ウと ノ 造ノウ ウ

との の 続（フ ードバック） 合の領域にビジ ス機会を見 すことができるであろう。 

（c）「サービス」の はアクションの提 にある。 ノとインフラ れ自 の提 に加えて と

どのようなアクションをとるべきかを して め れらを 果的に行える ノとインフラの 計

を行え。 えば な では ノ インフラに「（ み み型）アクション 機 」を ま よ。 

 

３ OI フレーム ークによる「サービスの 化（サービスイノベーション）」の 展 

 

 現在のいわゆるサービス論分野での 論には の の問題点が存在すると著者は考える。まず

れらの概要を に指摘しよう。 の指摘の最 には 問題に対する 点を  で付 して

おく。 

 
� 「 ノよりサービスの うが （あるいは 化した 態）」（ 「 ノはサービス実現の 段」）

という考え方の問題点 

 の ノがサービスに置き わったという も いが しかし ク ー ング が 機に置

き わったというような の も存在する。また 世界の人 の増加に って 料 資 といっ

た ノ自 の 要性が見 されている。 点 ノとサービスは対 だとすればよい  
� 「サービスシステム  ノ  サービス」の問題点 

 ノも 論対 の に加えるという のもと ノとサービスを合わ てサービスシステムと

いう言い方がされている。この 合 と の 者に じ言 「サービス」がでてきて 定

が じている。 点 は 別の言 えば ビジ スとすればよい  
� サービス・ドミ ントロジックの問題点 

 算子 ラント operant と 用対 ランド operand を用いて定 化しているが

ここで Operant resource を 識 技 Operand resource を ノとしているという （ 者

とも resource という ノだから）が見られる。 点 算子 ラントは「行 」とすべ

きである。さらに 識 技 は 用対 ランドとすべきである  

 

 OI フレーム ークでは で  で示した 点を実際に採用しているので の問題点

は存在しない。すなわ に関連しては 情報 技 は ノとし サービスの 本は行 （アク

ション）であることを明確にし さらに に いては ノとアクションは対 としている。さらに

に関連して に対応するところはビジ スとしている。したがって サービスイノベーションの

展に関する 論も OI フレーム ークを用いてスムースに行うことができるであろう。 

 さらに OI フレーム ークでは ノ アクションの の要 に加えて インフラという３ の

要 を加えていることも の である。これによって サービスの 論は のように さらに 発

展するであろう。 

 

 ・いわゆる"サービス を 

 

   ・ 通的 定（資産化） 部分  インフラ 

   ・ 別 対応部分  アクション 
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   のように に分 してビジ スを構 することが となる。 

 

このようにして の で「 との 用（ ）」 すなわ アクションの部分を構 し

り し 明確に定 することを通じてサービス事業の 展を ることができるようになると期 できる。 

    

OI フレーム ークによる「 会インフラとサービスの 合」によるインフラビジ スの革新 

 

 問題 識 

 

 会インフラとは 会を える みである。 会インフラといわゆるサービスの 合は 新 国の

果的な発展のためにも 国の 続的展開にとっても 要な 題として認識されるようになってき

た。 えば 技術経 の最大の国際学会 PICMET Portland International Conference for Management of 

Engineering and Technology は,これをテーマに 2014 年に日本で開催される 定である。 

 ところで 現在ところ 会インフラとサービスの 合に関して インフラ業界の人た は「インフ

ラ事業はただ造るだけでなく あとの 用（サービス）も 要ですね」と言い サービス論の人た は

「インフラ事業とはもともとサービス事業です」と言うであろう。しかし インフラとサービスはこれ

まで別 の学会 ミ テ ーで 論されてきており 者の関係 合に関する は深くは行わ

れていない状態といえる。 して もし に このような 論をしようにも これまで 分野に通じる

通言 が事実 存在していなかった。 

 こで本 では OI フレーム ークを用いればインフラとサービスの 合に いて 論を展開する

ことが となることを示したい。 このような 論がさらに 展することによって インフラ

に を入れている日本にとって インフラとサービスとの 合によって新たな を加えること

で競争 を めることが期 できよう。 

 

 さて 本 では インフラを ードインフラと フトインフラに分けて 論する。 

 

 ードインフラの 合 

 

 ードインフラとは いわゆる ・ が大きな 合を めるインフラであり の は であ

る。 

 

 ・ 通 （ など） 

 ・  （ 業用 業用 など） 

 ・ ル ー （電気 スなど） 

 ・通信  

 

 ードインフラの日本国 におけるビジ スは これまでの 的経 もあり 的には 部

造（第 産業 造業） 施 （第 産業 業） 施 用（第３ 産業 サービス業）  

施 （第３ 産業 サービス業）と分かれている。 

 しかし ビジ スのグローバル化にともない に 国 の の 合には「インフラの

」という言 に表れているように の の 分がなくなり しろ 体としてのビジ

スとなることが い。この 合のビジ ス としては 大きく の があろう。 

 

（a） 概念 計など計 段階から し にとって 用 の い新らたな機 と性 をも

インフラの構  

（b） スト競争に ために な（ 合によっては政 関与）マ ジ ントの実施 

 

ここで にして日本 業は（b）の に傾 しが であるが 国 国などとの 業との し

い競争 にあってはこれだけに ることはできない。したがって 日本にとっては（a）の実施が

めて 要である。 こで 本 では（a）を行うための OI フレーム ークの応用の を に示す。 
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（ ） 電気インフラ 

 インフラと電気インフラは じ に

書けることは 深い。お いに からビ

ジ スの 方を 考にできる 性がある

ことを示しているからである。 

 さて ノは と電気である。 性と

してこの 者に がありうるかどうか

の 論が存在する。 に 造業ではここで

することを考えれば の 分野と

いえるであろう。   

 インフラに関しては 現在日本国 では

域の と 電 が 的であるが 立

の 置 立の発電 置との 用 置

き えなど の 合 のパターンがあり よう。 

 この分野で 最も の があるのはアクションであろう。 電気提 はサービス業に分 され

ているが サービスの であるアクションが 弱なのは であり に の発展の 性の

大きさも示している。現在は 用するかしないか（on off）しかパターンがないのが 的である。

よう く からの指示の実現が まった状況である。 は えば ノとしての と電気の

（ 性）を実現さ 用者が自らの 用 的に対応した を すると言うアクションの

提 なども考えられる。 

 のような 論をしてくると 現在の「 業」と「電気 業」が ノ（ と電気）の 造 に

の くを傾けていることが 異にさえ じてくる。 

 

（ ） 通インフラ  

 を してみよう。 用 業にと

っては に示すように ， 情報

システムなどは てインフラと 置 けられる。

サービス事業としての は （ ） の

アクションであるべきである。 ここに対す

る 化と れに連動する でインフラの改 など

なすべきことは い。 

 

（３）情報インフラ 

 最も古 的なパターンは情報 ット ークを提

すれば「情報サービス業」という考え方である。

に したのが 情報（ ンテン ）の充実と

いうアプローチである。 うど としての

情報を提 すると れはサービス業という「 」

とあいまって このアプローチは くの 業が採用

している。 

 最近では インフラとしての情報 機 の充実

が されているパターンであろう。も ろ これ

は アクションとしての情報 における問合

応 方 の を 体となっている。 

 は 「 （問題定 化 明機 機

）」としてのアクションが 要となろう。 して

これを実現さ る「情報動的 機 」のインフラ

化が 点となると われる。 

 ここで 者が最も 調したいのは サービスの

としてのアクションをまず構 し いで

れを実現する 段としてのインフラ構 と ノとしての情報の充実を行うという である。 
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３ フトインフラの 合 

 

 フトインフラとは いわゆるサービス業的要 が大きい のようなインフラである。 

 

  ・    ・    ・  

 

 国においては質の向 が 題であり 発展 国においては機 （質）と とのバランスが

要となる。いずれにしても 「 をすれば質の向 になるのか」の に OI フレーム ークの活用

が 果的であろう。 

 

（ ） インフラ 

 インフラである を考えてみよう。

に示すように と に

などはインフラと 置 けられる。 

 ここで 要なことは 者に対するアク

ションの 質の向 であろう。 に た

アクションは 識的であるが 問 ・

方 行 活指 などである。

このようなアクションの言 と 成レベル

とでサービス業としての の質を定 し

れを実現する 段として インフラを整

するというアプローチが ましいと わ

れる。 

 これに対して 現状の くは まず

なインフラを整 しようという発 であろう。ここで とは インフラ自 の立 からの技術的な

での であって （ 者）の 点でないことに すべきである。 

 OI フレーム ークを用いて アクションを明示的に 点的に 論することが必要であろう。 
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